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上水道料金の改定に伴う 都市計画税の条例改正
第 4回 

水道給水条例の改正 税率 0.1%ヲ|き下げ 12月定例会

平
成
辺
年
第
4
固
定
例
会
は
、
ロ
月
8
日
か
ら
げ
日
ま
で

の
刊
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、

条
例
の
改
正 
2
議
案
を
は
じ
め
、
平
成
包
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
補
正
予
算
ロ
議
案
ほ
か
、
同
意
1
件
、
請
願
1
件

が
提
出
さ
れ
、
い
守
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
採

択
し
ま
し
た
。

合
併
特
例
法
に
よ
る
不
均

一
課
税
の
特
例
期
限
が
終
了
す
る
た
め
の

改
正
。
課
税
の
特
例
と
し
て
平
成
お
年
度
か
ら

μ
年
度
分
ま
で
の
都
市

計
画
税
を
臼
%
か
ら
川
%
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
課
税
区
域
に
な
っ
て
い
る
、
旧
三
珠
町
の
上
野
・
大
塚
地

区
を
課
税
対
象
か
ら
外
す
特
例
期
限
が
終
了
し
、
新
た
に
課
税
区
域
に

加
え
ら
れ
る
た
め
の
改
正
。
特
例
に
よ
り
税
率
は
ω
%
←
山
%
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

第 
3
回
臨
時
会
は
日
月
却
日
開
会
さ

れ
、
条
例
改
正 
3
議
案
を
審
議
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
吋
決
し

ま
し
た
。

「
市
川
三
郷
町
長
の
給
与
及
び
旅

費
条
例
」

「
市
川
三
郷
町
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関

問

瀬

正

中
巨
摩
広
域
事
務
組
合
の
ご
み
施

設 

事
入
札
の
談
合
問
題
に
つ
い
て
、

L
経
過
報
告
が
あ
り
、
都
内
の
落
札
業

者
を
相
手
取
り
、
約

8
億 
3
千
万
円

の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ

す
た
め
、
訴
訟
費
用 

、 
2
0
0
万

l

円
計
上
し
た
と
あ
る
が
、
裁
判
の
勝

訴
へ
の
展
望
と
、
町
長
の
所
見
を
。

~ 
Eコ

田I

長

今
回
の
訴
訟
は
、
旧
三
珠
、
市
川
大

門
が
、
中
巨
摩
広
域
事
務
組
合
に
参
加

す
る
以
前
の
事
案
で
、
公
正
取
引
委
員

会
が
全
国
的
に
調
査
し
た
結
果
、
当
組

合
の
案
件
も
談
合
の
疑
い
が
認
定
さ
れ

た
た
め
訴
訟
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
、

高
額
な
弁
護
土
費
用
を
投
入
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
判
例
で
は
勝
訴
す
る
こ
と

を
見
込
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。

す
る
条
例
」

末
手
当
を
年
間 

月
減
ず
る
。

M

国
の
特
別
職
の
職
員
及
び
一
般
職
員

の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
改
定
に
か
ん
が

み
、
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
。
期

確安
保全  水
すで 12道
る安 -料
た定  
めし 	 5金
のた  % 

プ

ヲーノ

f共 ツ 

「
市
川
三
郷
町
職
員
給
与
条
例
」

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
が
な
さ
れ
、
市
川
=
一
郷
町

職
員
も
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

主

な

改

正

自

宅
に
か
か
る
住
居
手

当
月
額
4
、

0
0
0
円
を 
1
、 
5
0
0

円
に
す
る
。

一
般
職
員
と
特
定
幹
部
職
員
の
期
末

勤
勉
手
当
を
年
間
ω
月
減
ず
る
。

改水
正の。

下、小<t/'口

を

超過料金
基本料金 (10立方メー卜

ルを超えるもの)• 
現在  840円 94円

平成  23年
4月から 945円 115円 
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地方交付税� 6.426万円
第4固定例会収入支出の補正額は 人 分担金及び負担金� 346万円

2.4
補正額 1億145万円 国庫支出金 12万円

総 額
V 県支出金 3.668万円

82 ，� 万円億3366
借入金(町債)ム2，707万円� 

|おもな使いみち� |

|同臨圭l詞
リース樹園地整備支援事業費補助金� 185万円 •第4固定例会

ム7ノゴトLj特日Ij職給� !
Kン (教育長) ム8万円 有害鳥獣防除資機材補助金追加� 30万円

什定 j院給!上~ I 十: ム51万十Lj 大塚揚水機場堰柱機能診断

;tflL:(町 長) 

じ ム1，260万円� 及び補修設計委託料� 229)jP-J般� [故T11 'I史 L、[

19万円� 

148万円� 
800万円� • 

il刊人11/f1¥:t見送付金追加 37万円

ムー|場の家 「地{背上料更正� ム� 36万十Lj 

康保険特別会計繰出金追加iill¥;11 

介ぷ似険午IJ7 162h円jlj会計繰出金追加

ニードスポーツセンター

1"
 1，884万円� 

トレーニングマシーン修繕追加 

六割11
¥rどもセンター

パソコン本エアコン設置工事費� 

1ff て文援医療費助成金追加

広域人I 601万円� 大塚揚水機場堰柱~í- 委託料追加1 

['

jl;，1)りIIIJ

flfj払本道特別会計繰出金追加 420万円� 
小iL1支持E未然|リI ニ

支i
j11フェンス� 

矢作上野線付帯構造物他設計委託料迫力11 175万円
l"

万円132業会計負担金追加tlLじ;，'1


今j;世 110万円li
用地購入費追加� 775hlリ

在、 ι保育 I~ìl jlli営費委託料追加 2，415万円 補償費更正 ム� 94おhlリ
宮原一本松根工事費追加� 1 ， 540 ん ~[ J 

用地購入費更正 ム� 266万r[J 

補償費更正 ム1，274!ii[J
公共下水道事業特別会計繰出金追加 9 1 7 h~[ J


市川三郷町管内小学校空調設備工事
設計委託料 296hl[J 

上野小学校防球ネ ット設置工事費 254h F[J 

定林寺立正保育園の子どもたち� 三珠中学校防球ネット 設置工事費� 303万rrJ 

@ いちかわみさと議会だより



質疑の一部を要旨のみ掲載します

問
都
市
計
画
税
の
殆
ど

を
下
水
道
事
業
に
充
て
て

い
る
と
の
事
だ
が
ほ
か
に
も
、

道
路
工
事
等
の
事
業
が
あ

る
の
で
は
。

町

長

都

市

計

画

一同
一域
は

旧
市
川
大
門
地
区
・
旧
一一一

珠
地
区
が
歯
定
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
下
水
道
事
業
に
充

当
し
て
い
る
が
、
事
業
終

了
後
は
都
市
計
画
街
路
等

に
も
充
て
て
行
き
た
い
。

岡

県

内

市

町

村

の

課

税

状
況
は
。

志
村
税
務
課
長
県
内
の

都
市
計
画
区
域
は
、
ロ
の

区
域
が
あ
り
、
ロ
市

6
町
�
 

2
村
の
計
却
市
町
村
で
あ

る
。
甲
府
市
が
ω
%
・
富

士
吉
田
市
引
%
・
山
梨
市
・

韮
崎
甫
・
笛
吹
市
・
甲
州
市
・

富
士
川
町
が
そ
れ
ぞ
れ
ω

%
で
中
央
市
に
つ
い
て
は

課
税
さ
れ
て
い
な
い
。

問

土

木

債

の

平

塩

�

 
5
号

線
事
業
は
、
総
人
口
計
画
の

ど
こ
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

長

津

企

画

課

長

総

合
計

画
に
は
、
路
線
ご
と
記
載

総
務
教
育
常
任
委
員
会


• 

小学校工アコン設置予定

は
さ
れ
て
な
く
人
口
対
策

も
含
め
た
周
辺
の
道
路
整

備
で
あ
る
。

間
小
学
校
空
調
設
備
工

事
委
託
料
に
つ
い
て
何
校

か
、
総
工
事
費
は
ど
の
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

網
倉
教
育
総
務
課
長
上

野
小
・
大
塚
小
・
市
川
小
・

市
川
南
小
・
�
 ハ
郷
小
の
�
 5

校
で
、
工
事
費
は
概
算
で
�
 

1
億

6
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

L

開

設
置
す
る
部
屋
の
数
、

及
び
入
札
は
各
校
ご
と
か
、

一
括
か
。

教

育

総

務

課

長

市

川

小

泊
、
市
川
南
小
川
、

上
野
小
・

大
塚
小
が
各
ロ
、

六
郷
小
�
 

9
の
計

η
室
を
計
一
回
、
入

札
は
�
 事
等
を
考
慮
し
、

分
散
発
注
し
た
い
。

間

保

健

体

育

振

興

費
の

県
外
ス

ポ
ー
ツ
大
会
出
場

費
補
助
金
で
、

当
初
の
計

上
額
は
。

伊

藤

生

涯

学

習

課

長

当

初
で
の
予
算
計
上
は
行

っ

て
い
な
い
。
そ
の
都
度
、

予
算
計
上
し
て
い
る
。
�
 

L

• 

厚

生

常

任

委

間
救
急
情
報
医
療
キ
ッ

ト
の
配
布
で
、
日
才
以
上

と
あ
る
が
、
対
象
者
数
、

及
び
周
知
の
方
法
は
。

青

柳

福

祉

支

援

課

長

日

才
以
上
世
帯
は
、
約

2

0

 

0

0
世
帯
で
、
そ
の

8
割

と
し
、
�
 1
6
0
0
世
帯
を

想
定
し
て
い
る
。
周
知
方

法
は
、
広
報
に
よ
る
事
と

す
る
が
民
生
委
員
の
協
力

の
も
と
、
配
布
・
申
請
・

更
新
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問

六

郷

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
夏
場

で
な
く
、
こ
の
時
期
の
設

置
の
理
由
、
冷
暖
房
と
し

て
使
用
で
き
る
の
か
。
�
 

一
瀬
い
き
い
き
健
康
課
長

ω
畳
の
広
さ
が
あ
り
、

業
務
用
の
エ
ア
コ
ン
を
、

来
年
に
向
け
、
補
助
金
を

活
用
し
て
設
置
す
る
。
冷

暖
房
と
し
て
使
用
で
き
る

が
、
電
気
料
等
の
経
費
を

考
慮
し
、
冬
場
に
つ
い
て
は

ス
ト
ー
ブ
等
で
対
応
す
る
。

問

子

育
て
支
援
策
の
医

療
費
助
成
は
充
実
し
て
い

る
が
入
院
が
却
%
ほ
ど
増
え
、

今
後
さ
ら
に
増
加
も
考
え

ら
れ
る
が
、
町
の
財
政
支

出
も
増
え
る
の
で
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
入

院
・
外
来
・
歯
科
・
調
剤

等
で
あ
る
が
疾
患
や
受
診 緊急時に対応する医療キット
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常任委員会開会日

総務教育常任委員会 12月� 9日� 

厚生常任委員会 12月13日� 
土木環境常任委員会� 12月14日

土
木
環
境
常
任
委
員
会


• 


• 


問

旧

市
川
大
門
町
内
の

送
・
配
水
管
の
整
備
状
況
は
り

伊
藤
生
活
環
境
課
長

送

水
管
は
す
べ
て
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
で
、
下
水
道
事

業
に
併
せ
、
配
水
管
九
キ

U

J

r

h

ロ
メ
ー
ト
ル
の
布
設
替
え

を
行
っ
て
い
る
。

l

間

水

道
料
金
の
値
上
げ

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

n

値
上
げ
幅
の
少
な
い
凶
立

方
ま
で
の
加
入
者
は
。
計

年
度
の
給
水
戸
数
で
決
算

書
と
の
違
い
は
。

生
活
環
境
課
長 

、
3
0 

0
世
帯
で
、
学
校、
事
業
所

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

問

料

金
改
定
後
に
、
建


設
拡
張
工
事
等
を
計
画
し


て
い
る
が
起
債
の
借
入
額
は
。


生

活

環

境

課

長

凶

年

度


の
改
定
以
来
、
起
債
な
し


で
計
刷
し
た
。


問

日
以

一
本
松
線
の
進

化
少
よ
人 

ん
十
」
品

。

加
藤
建
設
課
長

グ
ラ

ウ

ン
ド
か

ら
山
メ
ー
ト
ル
の

下
手」

 

記
し
て

い
る 

大


十


問

矢
作
・
土
野
線

の
完

成

時

期

、 

矢作・上野線三珠陸橋

の
内
脊
雌
認
等
、
今
後
全

体
的
な
学
習
会
を
行

っ
て

し

/
¥
。

問

私

立
保
育
園
の
耐
反

対
策
の
状
況
は
。

望
月
保
育
課
長

高
田
保

育
園
は
耐
震
計
画
を
立
て

る
か
ど
う
か
を
含
め
、 

す

の
自
主
財
源
が
必
要
と
な

り
、
一
一
詰
を
進
め
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
、
建
設

年
度
か
ら
問
題
は
な
い

。

定
林
寺
立
正
保
育
園
は
、 i

老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え

を
引
回
し
て
い
る
。

問
日
私
立
保
育
問
の
運
営

費
委
託
料
が
こ
の
一
山
月
に

人
り
な
ぜ
増
額
す
る
の
か
。

保

育

課

長

印

月
に
入
っ

て
か
ら
乳
幼
児
が
凶
名
ほ

ど
増
え
た
た
め
で
、
今
後

も
微
増
が
考
え
ら
れ
る
事

か
ら
こ
の
時
期
に
行
っ
た
。

を
計
画
し
て
い
る
。

平塩5号線 視察風景
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J

R
と

の

交

止
少 
+
4
0

建
設
課
長

完
成
は
ぬ
年

度
の
予
定
、 

と
の
協
議

も
進
ん
で
い
る
。 J

R

間
桃
林
橋
凶
地
解
体
工

事
で
、
残
り
の
戸
数
、
用

地
利
用
の
考
え
は
。

建
設
課
長

取
り
壊
し
て 

7
戸
と
な
り
、
住
宅
建
設

に
つ
い
て
は
企
画
課
・
政

策
推
進
室
と
で
検
討
し
て

し
る

問

歌

舞
伎
丈
化
八
ム
問
、

遊
日
パ
の
修
繕
は
町
内
業
芥

で
の
納
修
は
川
能
か 
υ

小
林
産
業
振
興
課
長

ぷ

川
し
た
会
判
、
山
寸
川
京
行

い
ず
れ
も
町
内
業
行
で
あ
る
い

岡
市
川
の
よ
ろ
す
地
区
・

七
軒
町
ま
で
の
下
水
道
工

事
が
遅
れ
て
い
る
が
、
水
障

関
連
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

生

活

環

境

課

長

水

障

管

の
撤
去
の
可
否
が
最
大
の

問
題
で
、
井
戸
の
増
一
設
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
南
側
の

地
ド
水
の
利
用
、
水
路
整

備
な
ど
が
解
決
で
き
れ
ば

進
め
る
。

間

平
時訓

 

5
号
線
の
計
画
は
、

い
つ

頃
出
た
の
か
、
今
後

の
活
用
は
。

建

設

課

長

川

町

時
代
か

ら
の
過
疎
川
両
に
入

っ
て

お
り
、
町
で 
-
来
mM
れ
て
い

る
性
七
政
策
を
行
い
た
い
の 



• 


• 


遠
藤

ごとヒ
/~ 

ー
事
業
実
施
に
応
じ
判
断
す
る
|

間
国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
で
は
、
ら
、
時
限
措
置
と
し

2
年
間
、

資
産
割
に
つ
い
て
値
上
げ
を
し
て
い
な
引
%
に
引
き
下
げ
る
。

い
が
、
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
も
、
こ
の

考
え
方
を
導
入
し
、
廃
止
す
る
こ
と
を

含
め
て
検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長
国
民
健
康
保
険
税
率
改
正
に
よ

り
、
町
民
の
皆
様
の
負
担
は
増
加
し
て

い
る
が
、
本
町
の
都
市
計
画
税
は
、
主

に
下
水
道
事
業
に
充
て
ら
れ
、
今
後
も

事
業
推
進
を
図
る
た
め
、
不
均

一
課
税

の
解
消
と
、
負
担
を
軽
減
す
る
判
断
か

税
率
を

間
都
市
計
画
税
は
、
こ
れ
か
ら
も
課

税
し
、
永
遠
に
徴
収
す
る
の
か
。

町
長
課
税
す
る
か
否
か
は
、
ま
た
税

率
も
日
%
を
上
限
と
し
、
ど
の
程
度
に

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る

事
業
実
施
に
応
じ
、
市
町
村
の
白
、
五
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、
財
政
状

況
等
に
よ
り
判
断
し
て
い
く
。

間
近
年
各
地
で
集
中
豪
雨
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て

い
る
が
、

今
後
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、

本
町
の
見
解
と
、
現
状
対
策
は
。

町
長
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
、
予
測
困
難
な

状
況
に
あ
り
、
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
、

関
係
機
関
か
ら
の
情
報
等
、
早
い
段
階

で
的
確
に
提
供
す
る
と
と
も
に
迅
速
な

行
動
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
体
制
が
い

つ
で
も
取
れ
る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
昭
和
均
年
に
建
設
さ
れ
た
寿
会
館

は
、
中
地
区
公
民
館
と
し
て
地
域
の
重

要
な
施
設
で
あ
る
が
、
老
朽
化
・
耐
震

般
質
問

町
政
を
た
だ
宮

町
の
行
政
全
般
に
対
し
て
、
事
務
事
業
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
、
計
画
あ
る
い
は
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
所
信
を
た
だ
し

ま
す
。

都
市
計
画
税
は
恒
久
財
源
な
の
か

人
の
議
員
が
質
問

-5
掲
載
は
要
旨
の
み
と
し
ま
す
。

議
事
録
は
議
会
事
務
局
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
会
議
の
議
事

録
を
検
索
で
き
ま
す
。

顔
写
真
は
年 
1
回
初
回
の
み
と

し
ま
す
。

対
応
な
ど
杢
安
要
素
が
あ
る
。
こ
の
地
は
、

代
官
所
・
小
学
校
・
公
民
館
と
長
い
歴

史
が
あ
り
、
文
化
と
歴
史
の
町
と
し
て
、

現
状
の
寿
会
館
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

計
画
を
持
っ
て
い
る
か
。

町
長
甲
府
・
石
和
と
並
ん
で
市
川

の
代
官
所
の
陣
屋
が
置
か
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
小
さ
な
城
下
町
と
い
っ

て
も
い
い
地
域
で
あ
る
。
地
域
の
皆

さ
ま
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
中
地

区
公
民
館
単
独
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

周
辺
の
代
官
所
跡
地
も
併
せ
て
、

一

体
的
に
整
備
を
行
い
、
市
川
の
歴
史

を
醸
し
出
せ
る
よ
う
な
計
両
策
定
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

平成23年2月 1日発行 第四号  。
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一般質問
 

• 


• 


滞
納
解
消
の
「
収
納
相
談
窒
」
設
置
は


正

問

町
税
、
国
保
税
な
ど

「払
い
た
く

て
も
払
え
な
い
」
生
活
が
困
難
な
滞
納

者
の
立
場
に
立
ち
相
談
に
の
り
、
滞
納

手友
、

品虫 

い
ま。
 

解
消
へ
の
援
助
が
で
き
る

「収
納
相
談

室
」
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町

長

収

納

相

談
室
の
設
置
に
つ
い
て

考
に
、
研
究

は
、
全
国
、
県
内
市
町
村
の

し
て
い
く
。

事
例
を
参

l
V

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
成
果
は


田

川

政
健
全
化
に
重
要
な
計
一同
で
あ

り、 

3
川
ぷ
で
実
施
期
間
が
終
了
し
た

が、

間

各
地
区
に
伝
わ
る
神
楽
や
山
田
の

獅
子
舞
な
ど
、
町
内
の
伝
統
文
化
の
支

町
長

文
化
財
な
ど
伝
承
し
て
い
く
に

は
課
題
あ
り
、
文
化
価
値
に
つ
い
て
は
、

今
日
ま
で
の
経
過
と
文
化
財
と
し
て
の

伝
承
に
努
め
る
た
め
、
関
係
者
の
音
叫見

を
聞
き
、
検
討
し
て
い
く
。

笠
井
雄
一

岡

市
川
高
校
を、

ム
の
ま
ま
存
続
さ

せ
る
町
民
運
動
を
お
こ
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
長

平
成
ロ
年
に
発
足
し
た
市
川
高

校
を
育
て
る
会
は
、
今
後
の
市
川
高
校

の
あ
り
方
を
テ 

マ
に
今
日
ま
で
議
論

を
重
ね
て
ま
い
り
、
育
て
る
会
と
も
連

携
を
と
り
な
が
ら
一
体
的
に
高
校
存
続

の
た
め
全
力
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ノ
〈
¥
O

間

町

民

へ
補
助
金
を
出
し
関
係
業
者

の
仕
事
を
増
や
す
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
」

制
度
の
創
設
を
。

町

長

新

し
い

財
源
を
見
出
せ
な
い
た

問

職
員

3
1
7
名
に
対
し、

臨
時
、


非
常
勤
職
員
が
合
わ
せ
て 
1
6
1
名
の


数
だ
が
、
臨
時
職
員
の
削
減
計
画
は
。


町
長

ル 

ル
に
則
り
、
何
人
か
は
正


職
員
に
な

っ
て
い
る

。
必
要
最
小
限


の
臨
時
職
員
比
率
に
し
て
い
く
努
力
を


行
い

、
経
費
削
減
に
つ

い
て
も
職
員

一


丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で

い
く
。


問

高
齢
者
虐
待

に
関
し
て
本
町
の


現
状
は

、
l又

、
l認

知
症
患
者

の
人
数


と
そ
の
刈
策
は
。


間
長

毎
午
相
談
件
数
は
増
加
を
し
て


l
A

い
る
。
本
年
度
は
日
川
現
在
で 
5
件
の

相
談
が
あ
り
、
継
続
を 

パ
め 

5
人
の
いハ川

ー
お
お
む
ね
目
標
ど
お
り
刀
今
後
も
継
続
|


間
長

こ
の
プ
ラ
ン
は

平
成
凶
年
度

か
ら
平
成
訂
年
度
ま
で
の 
4
年
間
で

確
実

に
実
行
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
、
コ
ス
ト

の
効
率
化
を
行
う

も
の
で
す
。
職
員
削
減
等
お
お
む
ね

は
標
ど
お
り
で
あ

る
日
今
年
山
中
に

ま
と

め
ホ
ー
ム

ペ
1
ジ
で
公
夫
し

、

お
年
位
以
附
も
継
続
す
る
い

事
例
を
参
考
に
研
究
す
る
|


;頼

i 

め
、
山
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
、
今
後
、

研
究
し
て
い
く
。

問

土
地
開
発
基
金
を
活
用
し
、
住
宅

用
地
の
確
保
に
よ
る
、
人
口
対
策
の
強

化
を
。

町

長

出

生
数
が
低
迷
し
て
い
る
の
で
、

産
み
、育
て
や
す
い
環
境
の
整
備
と
し
て
、

子
育
て
支
援
の
施
策
を
実
施
し
、
出
生

数
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

住
宅
政
策

と
し
て
、
土
地
開
発
基
金
で
は
、
土
地

を
取
得
、

又
は
町
有
地
に
住
宅
を
建
て

る
事
を
考
え
て
い
る
。

齢
者
が
被
虐
待
者
で
認
知
症
患
者
に

つ

い
て
は 
4
月
現
在
で 
1
3
7
名
で
す
。

相
談
件
数
は 
4
件
で
す
。

7
月
に
高
齢

者
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、

虐
待

の
起
き
な
い
地
域
を
目
指
し
検
討

し
て
い
く
。

問

地
域
へ
の
具
体
的
発
信
は
。

福
祉
支
援
課
長

実
務
者
会
議
で
検
討

し
、
核
と
な
る

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、

地
域
の
中
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

いちかわみさと議会だより 

そ
の
成
川
本
を
公
表
す
べ
き
で
は
。

@ 




一般質問

• 


• 


合
併
後
の
検
証
と
今
後
の
町
づ
く
り
は


内
藤

ー
研
究
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ
る
|


間

町

長

の
公
約
で
あ
る
本
年
中
の
合

併
に
つ
い
て
の
研
究
組
織
の
立
ち
上
げ

は
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
必
要
な

課
題
や
方
向
性
な
ど
を
、
明
確
に
し
た

上
で
の
創
設
を
望
む
が
。

町
長

合
併
か
ら

5
年
が
経
過
し
、

5

年
を
振
り
返
り
検
証
が
必
要
と
考
え

る
。
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
や
※
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
と
し

て
機
能
し
て
い
る
か
、
ま
た

「暮
ら
し

ゃ
す
さ
日
本

こ

を
、
ど
う
実
現
す
る

か
な
ど
逼
迫
す
る
財
政
状
況
の
中
で
、

検
証
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を

す
る
た
め
当
町
職
員
だ
け
で
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

る
が
現
在

4
0
7
名
で
あ
る
。
不
足
人

員

1
0
5
名
分
の
経
費
の
一
部
で
も
待

遇
改
善
に
と
考
え
る
が
。

町
長

消
防
団
員
の
減
少
は
本
町
に
限

ら
ず
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
今
後
予

想
さ
れ
る
東
海
地
震
、
災
害
対
策
、
各

種
活
動
を
行
う
上
で
支
障
を
来
た
す
状

況
に
来
て
い
る
。
消
防
団
に
も
勧
誘
等

随
時
行
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
平
成

お
年
度
よ
り
女
性
消
防
隊
の
結
成
を

準
備
し
て
、
す
で
に
は
名
が
入
隊
す

る
予
定
で
あ
る
。
団
員

の
崇
高
な
奉

仕
精
神
に
逆
行
し
な
い
範
囲
内
で
優

遇
処
置
、
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
く
。

消
防
団
員
に
待
遇
改
善
を

υ

三
神
貞
雄

奉
仕
精
神
に
逆
行
し
な
い
範
囲
内
で
考
え
る
| 優

問

条
例
定
数

5
1
2
名
と
な
っ
て
い

間

近
隣
自
治
体
と
の
合
併
を
重
点
施

策
に
掲
げ
て
い
た
、
富
士
川
町
長
か
ら
、

合
併
を
視
野
に
し
た
働
き
か
け
は
あ
る

カ町
長 

3
万
人
で
市
に
な
れ
る
合
併
特

例
法
が
昨
年

3
月
に
打
ち
切
ら
れ
た
こ

と
で
、
合
併
等
の
話
は
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
合
併
に
つ
い
て
は

民
意
を
最
優
先
に
考
え
て
い
る
。

問

研

究

組

織
の
立
ち
上
げ
時
期
と
、

今
後
ど
の
よ
う
な
課
題
、
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

町

長

平

成
お
年

3
月
ま
で
に
立
ち
上

問

新
年
度
よ
り
女
性
団
員
が
入
団
す

る
が
、
消
防
条
例
に
適
す
と
い
う
こ
と

で
良
い
か
。

町
長

緊
急
の
場
合
に
は
消
火
栓
操
作

等
を
習
得
す
る
事
が
望
ま
し
い
が
、
広

報
活
動
、
災
害
時
の
誘
導
等
を
考
え
て

い
る
。
女
性
団
員
の
加
入
に
よ
り
団
員

の
音

精
神
が
、
町
民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
頂

く
意
味
で
も
期
待
を
し
て
い
る
。

問

事
業
所
へ
の
協
力
要
請
、
礼
状
は
。

岸
本
総
務
課
長

全
団
員
の
事
業
所
に

は
、
礼
状
等
は
出
し
て
い
な
い
が
、
団

員
の
希
望
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
へ
は
出
し
て
い
る
。 

出初式 機材器具点検

※
「
マ	

ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
」
と
は
仕

事
を
ど
の
よ
う
な
過
程
で
回
す
事
が
効

率
よ
く
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
か

と
い
う
理
論
の
こ
と
。

げ
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
将
来
的
に

交
付
税
交
付
金
の
大
幅
な
減
が
想
定
さ

れ
る
た
め
対
応
す
る
組
織
で
あ
る
。

。平成田年2月1日発行 第22号



組合議会の報告 

温品

峡
南
広
域
行
政
組
合

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合


第
2
回
臨
時
会
9
月
お
日

干
成
幻
年
度
決
算
認
定

3
件、� 
2
年
度
-
般

会
計
補
正
予
算
ほ
か
、
組
合
火
災
予
防
条
例
の

改
定
な
ど
条
例
改
正

2
件
が
原
案
ど
お
り
認
定
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
選
任
で
は
、
本
町
か
ら
総
務
・

消
防
常
任
委
冒
ハ
長
に
秋
山
詔
樹
議
員
、
同
委
員
に

望
月
隆
夫
議
員
、
計
算
セ
ン
タ
ー
・
慈
生
園
常
任

委
員
に
井
上
達
雄
議
昌
一
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
に
秋
山
詔
樹
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第

3
回
臨
時
会
什
月
却
日

条
例
改
正
と
幻
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
の

3
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
条
例
改
正
で
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
い
給
与
、
期
末
勤
勉
手
当
の
改
定
で
す
。

• 

三
郡
衛
生
組
合


• 


第

2
固
定
例
会
9
月
お
日

第

2
固
定
例
会
9
月
泊
日
�
 

γ
成
幻
年
度
決
解
認
定

3
刊
と
、
�
 

一平
成
幻
年
度
決
算
認
定

6
件
、
幻
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

2
件

ほ
か
、
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
改
定
な
ど
条

c

例
改
正

3
件
が
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た

訴
訟
費
用
の

1
、
2
0
0
万
円
を
承
認

平
成

6
年
に
発
注
し
た
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
に
お
い
て

、
談
合

が
さ
れ
た
と
最
高
裁
が
認
め
た
た
め
、
受
注
会
社
に
損
害
賠
償
を

求
め
る
裁
判
を
起
す
も
の
で
す
。

第

2
回
臨
時
会
什
月
お
日

条
例
改
正
で
は
、
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
伴
う
職
員

の
住

宅
手
当
、
期
末
勤
勉
手
当
の
改
定
と
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

の

2
件
で
、
監
杢
委
員
に
は
、

富
士
川
町
の
十
一
戸
津
益
彦
氏
が
選
任

さ
れ
一
叶
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

員
の
選
任
に
つ
い
て
の
�
 
4
州
円
で
あ
り
ま
し
た
。

監
査
委
員

に
は
、

中
央
市
の
長
沼
辰
幸
議
員

が
選
江
い
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
に
富
士
川
町
の
深
沢
勝
雄
議

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第

3
固
定
例
会
刊
月
お
日

職
員

の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
条

例
改
正

3
件
が
原
案
ど
お
り
吋
決
さ
れ
ま
し

た。

利
明
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二盤金量
歳入 16憶 1，1 1 0万円 
歳出 15憶 6，214万円 
差し引き 4，896万円 
本町の負担金 3億5，075万円
介護保険特別会言

O
R
U

〔

む

〔

J

q
u
Q
U

U u
n
u

」つ民

1
6
5

〔

億
億 (

報

告

井

上

達

雄

)
 

円
円
円
円

円
円
円
円

万
万
万
万
�
 万
万
万
万

(

J Q
U
Q
U

円
円
円
円

万
万
万
万
�
 

門
u
n
U

7
1
6
8

8
2
6
9

3
5
8
 

4
2
2
2

4
4

」
円
と

円
円
円
円

万
万
万
万

7
8
9
4

1
0
0
6

4
9
5
8

2
9
2
9
 

2

思
立
恵
音
山

2

1

1

2
2
 

一般会計
歳入 1，655万円 
歳出 1，281万円 
差し引き 374万円 
本町の負担金 181万円
し尿処理事業特別会計

歳入

歳出
差し引き
本町の負担金
峡南ふるさと市町村圏特別会計
歳入
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本町の負担金
火葬事業特別会計
歳入
歳出
差し引き
本町の負担金

いちかわみさと議会たより。



i
1
L
m

計
一

会
一

刊
文
一

出
掛
川
一 

附
凶

二
歳
歳
差
本

5億5，405万円� 

5億3.658万円� 

き
負

入
出
引
の

一-/
庁
リ 金担

1.747万円� 

7，479万円 (報

告

内

藤 

f憂

平成~年度山梨県後期高齢者医療広域連合決算
一般会計

歳入�  5億� 1.926万円

歳出�  4億9.122万円

差し引き� 2.803万円• 本町の負担金� 1.242万円

特別会計

歳 入�  838億7.955万円
歳出�  823億8.213万円

差し引き� 14億9.742万円

本町の負担金� 1i意ア，424万円� 

平成22年10月15日、議員在職35年以上の一瀬正議員

が総務大臣感謝状を受けました。

• 

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

第 
2
固
定
例
会
叩
月
初
日

副
広
域
連
合
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
同

教
育
委
員

意

1
件
と
、
平
成
幻
年
度
決
算
認
定 
2
件、

丹
津

葉
子

氏

辺
年
度
補
正
予
算 
3
件
ほ
か
、
職
員

の
勤

昭
和
初
年

6
月
勾
日
生

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部

市
川
三
郷
町
上
野

5
6
0
番
地
5 

改
正
な
ど
、
条
例
改
正

3
件
で
あ
り
ま
し
た
。

副
広
域
連
合
長
に
は
、
忍
野
村
長

の
-
大

野
康
則
氏
が
選
任
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
認
定
、
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

(報
告

望

月

隆

夫
)

峡
南
衛
生
組
合

第 
2
固
定
例
会
叩
月
却
日

平
成
幻
年
度
決
算
認
定
ほ
か
幻
年

度

一
般
会
計
補
正
予
算
及
ぴ
公
平
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
の

3
件
で
あ
り

ま
し
た
。
公
平
委
員
に
は
、

六
郷
地

区
の
斉
藤
溢
氏
が
選
任
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

第 
3
回
臨
時
会
刊
月
却
日

職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ

か、

一
般
会
計
補
正
予
算
の 
2
件
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

松野議長より伝達されました。

平成田年2月1日発行 第四号 ⑪ 



平成22年度

。第3回臨時会� (11月29日)� 結果 第� 4岡� (12月)
.I町長の給与及び旅費条例中改正 可決全会一致� 定例会
-教育長の給与、勤務時間その他の

勤務条件に関する条例中改正 日J決全会一致� 

-職員給与条例等中改正 iifi:夫賛成多数

。第4回12月定例会� (12月 8日 ~17日) 結果

.都市計画税条例中改正 可決全会致

-水道給水条例中改正� 百fi:夫賛成多数

.或成22年度一般会計補正予算� (第 5号・第� 6号)

可決賛成多数� 

.3]z成� 22年度国民健康保険特別会計補正予算(第� 3号)

•
可決賛成多数� 

.平成22年度介護保険特別会計補正予算(第� 3号)

可決賛成多数

-平成22年度訪問看護ステーション西八代

特別会計補正予算(第� 2号) 可決賛成多数� 

.平成22年度簡易水道特別会計補正予算(第� 2号)

日Jijそ賛成多数� 

-平成22年度公共|ご水道事業

特別会計補正予算(第� 3号 ・第� 4号) 可i共賛成多数

・平成22年度農業集落排水事業

特別会計補正予算(第� 1号)� 可決全会一致

.平成22年度歌舞伎文化公閏管理

特別会計補正予算 (第 2号)� 吋rた賛成多数

.平成22年度後期高齢者医療

特別会計補正予算(第� 3号) 可決賛成多数� 

•

.平成22年度病院事業会計補正予算(第 2号)

可決 八王 致

致

ム
五
ム
五-教育委員会委員の任命につき同意を求める 同意 4

t 

・教育予算を拡充し、教育の機会均等及び

水準の維持向上 を求める意見書の提出 可決全会一致
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介
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議会傍聴に

お出かけください

次固定例会は3月lこ
予定されています。

傍聴の定員

本会議� 30人 委員会告B人� 

+12月定例会の傍聴実績(のべ人数)
本会議� 11人 委員会� 4人

臨時会� 6人

J b--まy 

i夏空
 会
長

ヱミ
。会議録検索システム利用件数� 
4月から12月まで� 4， イ牛609 有

泉
宮
崎

丹
沢
恵
美
子

林
+お問い合わせ

博 嘉
仁

誠議会事務局� TEL055-272-1108 
巳希

⑪ いちかわみさと議会だより� 

il 


-
水
道
給
水
条
例
中
改
正
に
つ
い
て

て
も
配
慮
し
た
最
低
限
の
値
上
げ
と
考
え
る
。 

(
反
対
)
一
瀬
正
議
員

(賛
成
凶

反
対
1
)

生
活
が
困
難
な
人
へ
の
配
慮
は
評
価
す
る
が

経
営
試
算
表
の
設
定
が
余
り
に
も
多
い
減
収
設

-
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
5
号
)

定
で
は
な
い
か
、
ま
た
施
設
改
良
の
予
定
が
あ

(
反
対
)
一
瀬
正
議
員

る
が
、
な
ぜ
企
業
債
の
借
入
れ
が
な
い
の
か
、

「命

人
事
院
勧
青
に
伴
い
条
例
改
正
に
基
づ
く
職
員

の
水
」
料
金
の
値
ヒ
げ
に
は
反
対
し
ま
す
。 

給
料
が
減
額
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
二
万
人

の
目
標
に
向
か
い
職
員
の
英
知
を
寄
せ
合
っ
て
努

(
賛
成
)
有
泉
希
議
員

力
し
て
い
る
本
町
独
特
の
給
料
対
策
が
あ
っ
て
も

平
成
凶
年
度
に
お
い
て
一
度
の
改
正
で
は
な

く
3
固
に
分
け
て
改
正
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

良
い
の
で
は
な
い
か
、
公
務
員
の
給
料
を
下
げ
る

の
水
道
事
業
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
の
改
正

事
は
民
間
へ
の
影
響
も
大
き
く
景
気
浮
揚
に
逆
行

で
あ
る
。
施
設
改
良
費
で
は
後
年
度
負
担
を
抑

す
る
も
の
で
す
。
議
案
第
打
号
の
他
、 

7
件
に
反

え
な
が
ら
の
適
正
な
算
出
で
あ
る
。
長
引
く
経

対
し
ま
す
。
(
賛
成
団
反
対
1
)

済
不
況
な
ど
を
勘
案
し
、
低
所
得
者
層
に
対
し

。
採
択

教
育
予
算
を
拡
充
し
、
教
育
の
機
会
均
等
及
び

水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願
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みんなのページ� V0 

みなさまのと意見をお寄せください。
 

400字詰め原稿用紙1枚以内、氏名(区名)・顔写真

の掲載など詳細は、お問い合わせ下さい。

お問い合わせ議会事務局� TEL055-272-1108
 

• 

モニターのみなさんです

氏 名 地区名

小野芳幸さん 一 珠地区

村松清見さん 珠地区

横尾智 文さん 珠地区

目Ij 島 一 哉さん 市 川地区

岸本 澄子 さ ん 市 川地区

丹� j幸紘紀さん 市 川地区• 
河合和 彦さん 市 川地区

若尾 かなI工さん 市 川地区

赤池紀代さん 市 川地区

会
だ
よ
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
モ
ニ
タ

次
の
方
々
で
す
。

ロ
月
3
日
、
委
員
会
室
で
、
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
交
付
式
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
は
議
会
広
報
に
対
す
る
内
容

に
つ
い
て
、
意
見
、
提
言
、
批
評
等
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
は
交
付
式
の
後
、

議
会
広
報
に
つ
い
て
の
音
山
見
交

換
が
行
わ
れ
、
形
式
的
で
硬
い
、
又
、
モ
ニ
タ
ー
通
信
に

つ
い
て
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
て
欲
し
い
等
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
今
後
の
議

タ


A
E
 吾主主� 
E我

委
員
は

i三E亡尽 月 志津子さん /、 郷土也区

/、、塩津好光さん�  
--'-. 

郷土也区

--'-.

石 原健 二さん� /、、 郷地区

• 
議会広報モニター会議のようす

園
国
国
圃


昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

一宇
は
、「
暑
」
で
し
た
。

こ
の
時
期
だ
か
ら
違
和
感

が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

実
際

暑
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
過
去
に

類
を
見
な
い
ほ
ど
長
く
、
暑

さ
の
厳
し
い
夏
、
酷
暑
が
も
の

凄
く
、
四
季
感
を
味
わ
う
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
野
菜
価
格
の
高

騰
、
熊
な
ど
動
物
も
人
里
に

出
没
し
た
り、
健
康
や
生
活
、

環
境
に
影
響
を
も
た
ら
せ
ま

し
た
。

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

も
一億
度
の
高
温
に
耐
え
地

球
に
帰
還
し
、
私
た
ち
も
暑

さ
に
耐
え
景
気
の
低
迷
に
耐

え
、
大
変
な
一
年
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
一方
世
間
に

漂
っ
て
い
た
の
は
寒
々
し
い
空

気
だ
っ
た
よ
、
つ
な
気
が
し
ま
す
。

今
年
下
」
そ
暖
か
い
空
気
が

漂
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

(

記

笠

井

雄

二

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長

宮

崎

博

巳

副

委

員

長

笠

井

雄

一

委

員

主
屋
恵
三
郎

市

川

朝

嗣

川

崎

充

朗

有

泉

希

モ
一一


平成田年2月1日発行 第四号 @ 


